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会
員
の
皆
様
に
は
、
本
同
窓
会

の
活
動
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

今
春
の
同
窓
会
入
会
式
で
は
、

新
卒
業
生
308
名
が
入
会
し
ま
し
た
。
又
新
年
度
の
４
月
か

ら
母
校
13
代
の
校
長
と
し
て
同
窓
の
平
井
信
雄
校
長
（
Ｓ

46
卒
）
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
同
窓
生
の
就
任
は
、
母
校

で
は
稀
な
こ
と
で
、
第
３
代
の
戸
川
大
六
校
長
（
Ｓ
10
卒
）

以
来
二
人
目
で
、
明
治
の
開
校
か
ら
で
は
３
人
目
で
す
。

本
年
は
、
母
校
創
立
135
周
年
、
校
名
が
昭
和
24
年
岡
山
朝

日
高
等
学
校
に
な
っ
て
、
60
年
目
の
記
念
す
べ
き
年
に
あ

た
り
ま
す
。
同
窓
会
で
は
こ
れ
を
記
念
し
た
会
を
、
校
章

の
桜
と
校
内
の
桜
の
由
来
か
ら
「
朝
日
桜
花
祭
」
と
名
づ

け
、
去
る
４
月
４
日
㈯
に
開
催
し
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の

天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
幅
広
い
年
代
の
大
勢
の
同
窓
生

の
ご
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
記
念
行
事
と
し
て
、
一
中
・

二
女
・
朝
日
を
象
徴
す
る
桜
の
木
（
Ｓ
25
卒
の
谷
義
仁
氏

育
成
の
桜
）
を
植
樹
し
、
記
念
碑
の
披
露
を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
各
々
の
（
一
中
、
二
女
、
朝
日
）
校
歌
を
合
唱
し
、

創
立
135
年
の
重
み
を
受
け
止
め
、
未
来
へ
の
決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
。
こ
の
行
事
は
「
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
」

の
期
間
中
で
も
あ
り
協
賛
事
業
に
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
総
会
・
懇
親
会
は
、「
創
立
135
周
年
・
朝
日
命
名

60
周
年
記
念
祝
賀
」
と
し
て
、
創
立
記
念
日
と
同
日
の
11

月
21
日
（
第
3
土
曜
日
）
に
開
催
い
た
し
ま
す
。
母
校
で

は
同
窓
資
料
館
で
の
特
別
展
、
会
場
の
岡
山
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
で
は
午
後
４
時
か
ら
ロ
ビ
ー
で
記
念
パ
ネ
ル
展
も
開
催

さ
れ
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
多
数

ご
参
加
下
さ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
又
、
岡
山
で

の
ゴ
ル
フ
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、大
阪
で
の
近
畿
同
窓
会
、

東
京
で
京
浜
同
窓
会
、
部
活
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
等
へ
機
会
が

あ
れ
ば
ご
参
加
頂
き
同
窓
の
絆
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
同
窓
会
活
動
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
し
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

理
事
長
ご
挨
拶　
　
　
　
　
　

髙
祖
日
出
夫
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